
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くも膜のう胞 

WANPUG 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

くも膜のう胞 

頭蓋内にできるのう胞性疾患の一つで、 

うすい膜に包まれた髄液の袋ができる病気です。 

先天性のものと外傷や髄膜炎後に形成された 

後天性のものとがあります。 

【症状】 

小さなものは、ほとんど無症状です。 

大きいものでは、脳組織や周囲の組織を圧迫する 

ことにより症状が出ることがあります。 

頭痛や嘔気などの 

脳圧
のうあつ

亢進
こうしん

症状*を呈します。 

 

 

 

 

 

また、幼児の場合、頭囲の拡大や変形、 

発達障害をおこすことがあります。 

＊脳圧の亢進： 

脳内の圧力が高まること 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【診断】 

出生前に胎内で診断されることがあります。 

一般的には、出生後に 

CT・MRI 検査で診断されます。 

新生児期・乳児期に診断されたくも膜のう胞は、 

時に進行性に拡大する事があるので経過観察が 

必要です。 

【治療】 

ある程度の大きさがあり周囲の組織を圧迫している

ものや、進行性に拡大するものは、治療が必要で、 

一般的には手術となります。 

開頭してくも膜のう胞の被膜に穴をあける開窓術や、

のう胞液をチューブで腹腔に流すのう胞腹腔シャン

ト術が行われます。成人では、ほとんど治療対象とは

なりません。 

くも膜のう胞のMRI： 

脳を強く圧迫する巨大な

髄液の袋があります。 
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